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長期化が予想される「新型コロナウ

ィルス」。感染への不安とともに、医療

や学校、保育、仕事、地域経済、日常

生活など、様々な分野に影響と問題が

広がっています。 

 日本共産党夕張市委員会では、新型

コロナウィルスに関する市内の様々な

影響や要求をつかんで、党中央委員会

や国会・道議会の党議員団と連携し、

対応を進めてまいります。 

 ぜひ、アンケートにご協力ください。 

 

「
第
９
回 

い
の
ち
と

く
ら
し
を
守
れ
！
北
海

道
総
決
起
集
会
」
が
２

月

15
日
、
札
幌
市
内
で

開
催
さ
れ
、
２
６
０
人

の
市
民
が
参
加
。
集
会

後
、
市
街
地
を
デ
モ
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

「
尊
厳
を
も
っ
て
地

域
で
生
き
る
」
と
題
し

て
講
演
し
た
金
沢
大
学

名
誉
教
授
（
憲
法
学
者
・

日
本
高
齢
期
運
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

の 

井
上
英
夫
さ
ん
は
、
日

本
国
憲
法

を
示
し
な

が
ら
「
人

権
」
や
「
生

存
権
」
の

意
味
を
説

明
。 ま

た
、

介
護
利
用

者
や
家
族

の
自
己
決

定
権
を
尊

重
し
た
生

活
を
支
え
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
認
知
症
高
齢
者

住
宅
を
紹
介
。 

「
生
存
権
を
求
め
る

た
た
か
い
で
は
『
最
低

限
度
の
生
活
』
の
水
準

が
焦
点
に
な
る
が
、
世

界
的
に
は
『
十
分
な
生

活
』『
最
高
水
準
の
健
康
』

を
保
障
さ
れ
る
こ
と
が

基
本
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
も
世
界
に
合
わ
せ

て
発
展
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

（
以
下

概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

） 

人
権
保
障
と
は
一
人

一
人
が
尊
厳
も
っ
て
生

き
て
い
け
る
と
い
う
こ

と
。
社
会
保
障
は
基
本

的
人
権
の
一
つ
で
、
日

本
国
憲
法
が

25
条
を
中

心
に
保
障
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
は
人
権
が
奪

わ
れ
、
む
し
ろ
侵
害
さ

れ
て
い
る
現
状
。
と
り

わ
け
、
安
倍
政
権
の
最

近
の
動
き
は
ま
さ
に
人

権
を
奪
う
も
の
。 

日
本
の
憲
法
は

70
年

以
上
前
に
で
き
た
時
に

は
世
界
の
最
先
端
で
し

た
が
、
世
界
で
は
人
権

保
障
が
大
き
く
発
展
。

世
界
で
は
「
最
低
限
度

の
生
活
を
保
障
」
で
は

な
く
、「
十
分
な
生
活
を

保
障
」
す
る
こ
と
で
す
。 

憲
法
を
守
り
、
よ
り

発
展
さ
せ
、
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
、
私
た
ち
の
中
に
あ

る
、
劣
等
処
遇
意
識
、

優
性
思
想
を
克
服
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

「
こ
の
憲
法
が
日
本
国
民
に

保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
人

類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得

の
努
力
の
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
権
利
は
、
過
去
幾
多
の
試

練
に
た
へ
、
現
在
及
び
将
来
の

国
民
に
対
し
、
侵
す
こ
と
の
で
き

な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
信
託

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」 

こ
こ
に
お
け
る
歴
史

観
、
人
類
的
視
点
、
国

際
的
な
、
未
来
志
向
が

今
最
も
大
事
だ
と
思
う
。 

「
努
力
」
と
は
英
語

で
ス
ト
ラ
ッ
グ
ル
で
、

た
た
か
い
と
い
う
意
味
。 

そ
れ
は
人
類
の
た
た

か
い
で
、
日
本
国
民
だ

け
で
は
な
い
こ
と
を
憲

法
自
身
が
は
っ
き
り
言

っ
て
い
る
。 

権
力
者
、
安
倍
政
権

に
と
っ
て
一
番
怖
い
ー

憲
法
が
た
た
か
い
な
さ

い
と
い
っ
て
い
る
の
で

す
か
ら
。 

憲
法

12
条
で
も
、
「
自

由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断

の
努
力
に
よ
っ
て
こ
れ
を
保
持

す
る
」
と
あ
る
。 

保
持
は
守
り
発
展
さ
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せ
る
こ
と
。
国
民
と
し

て
の
不
断
の
努
力
を
し

て
い
く
、
ま
さ
に
正
義

の
た
た
か
い
。
憲
法
が

た
た
か
い
に
お
墨
付
き

を
与
え
て
い
る
。 

本
来
、
人
権
は
国
民 

の
権
利
で
、
そ
れ
を
保

障
す
る
の
が
国
の
義
務
。 

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
「
公
助
」
は
間
違
い
。

社
会
保
障
は
国
が
第
一

義
的
に
責
任
を
も
っ
て

保
障
す
べ
き
も
の
。
社

会
保
障
が
、
恩
恵
か
ら

権
利
に
、
人
権
と
い
う

最
高
位
の
権
利
に
な
っ

て
、
今
、
保
障
さ
れ
て

い
る
。
た
た
か
い
の
成

果
で
す
。 

憲
法
前
文
に
は
平
和 

的
生
存
権
が
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
わ
れ
ら
は
全

世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐

怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の

う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す

る
こ
と
を
確

認

す
る
」
こ
れ

が
、
平
和
的
生
存
権
で

す
。 

 

恐
怖
と
欠
乏
か
ら
自

由
に
な
っ
て
、
尊
厳
を

持
っ
た
生
活
を
し
て
い

く
こ
と
が
平
和
な
生
活

で
す
。
恐
怖
や
戦
争
や

テ
ロ
。
欠
乏
は
ま
さ
に

貧
困
で
す
。
貧
困
状
態

を
脱
却
し
て
、
戦
争
が

な
い
、
暴
力
が
な
い
社

会
で
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
、
こ
れ
が
ま
さ
に
平

和
な
生
活
で
す
。 

他
方
で
、
社
会
保
障

や
社
会
福
祉
は
権
利
で

あ
り
、
生
活
、
生
存
、

い
の
ち
を
保
障
す
る
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
憲
法

９
条
と

25
条
は
一
体
の

も
の
で
す
。 

 

憲
法
９
条
だ
け
孤
立

し
て
た
た
か
っ
て
も
、

国
民
の
多
く
の
支
持
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
渕 

友
「
国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
議
院
議
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩 

渕 
 

 

友 

抜
本
的
な
財
政
措
置
と
現
場
の
要
求
実
現
を 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
う
け
て
発
表
さ
れ
た

緊
急
経
済
対
策
と
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
政
府
の
説
明
を
国

会
議
員
団
で
う
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
た
質
問
へ
の
回
答
を
聞

き
驚
き
ま
し
た
。
一
律
休
校
で
休
業
し
た
保
護
者
に
給
料
を
支

払
っ
た
企
業
に
一
日
最
大
８
３
３
０
円
を
助
成
す
る
制
度
に

つ
い
て
、
申
請
件
数
１
０
０
０
件
に
対
し
、
交
付
件
数
は
わ
ず

か
６
件
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
保
護
者
に
一
日
４
１
０
０
円
を
支

給
す
る
制
度
は
、
申
請
件
数
５
０
０
件
に
対
し
、
交
付
件
数
は

わ
ず
か
６
件
と
の
こ
と
。
制
度
の
改
善
と
と
も
に
、
く
ら
し
を

守
る
た
め
に
は
休
校
要
請
と
補
償
が
一
体
で
行
わ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。 

 

先
日
、
福
島
県
の
医
師
会
と
三
つ
の
商
工
団
体
を
訪
問
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
と
実
態
、
要
望
を
う
か
が
い
ま

し
た
。
売
上
が
１
０
分
の
１
に
減
っ
た
と
い
う
事
業
者
も
お

り
、
消
費
税
増
税
に
台
風
被
害
、
そ
の
上
コ
ロ
ナ
と
何
重
に
も

苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
北
海
道
で
も
全
国
で
も
同

じ
。
政
府
は
事
業
者
の
声
に
押
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
中
小
・
小

規
模
事
業
者
向
け
の
給
付
金
制
度
を
つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し

た
が
、
「
こ
れ
で
は
足
り
な
い
」
と
い
う
声
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
三
つ
の
商
工
団
体
は
連
名
で
、
消
費
税
率
を
限
定
的
に

０
％
に
減
税
す
る
こ
と
も
求
め
て
い
ま
す
。 

 

「
自
粛
要
請
と
補
償
は
セ
ッ
ト
で
」
「
消
費
税
は
減
税
を
」
。

こ
れ
は
党
派
を
超
え
た
声
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
家
同

友
会
全
国
協
議
会
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
政
府
は
「
一
社
も
つ
ぶ

さ
な
い
」
決
意
で
臨
ん
で
ほ
し
い
と
要
望
を
受
け
ま
し
た
が
、

そ
の
た
め
の
抜
本
的
な
財
政
措
置
と
現
場
の
要
求
実
現
の
た

め
に
、
引
き
続
き
力
を
尽
く
し
ま
す
。 
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１
９
０
７
年
８
月
、
韓
国
軍
が
解
散
さ
せ 

 
 

 
 

 
 

ら
れ
る
と
、
蜂
起
は
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
は
じ
め 

 
 

 
 

 
 

全
土
で
起
こ
り
ま
す
。 

 
 

「
膺
懲

よ
う
ち
ょ
う

的
討
伐

と
う
ば
つ

」 

こ
れ
に
対
し
韓
国
駐
箚
（
ち
ゅ
う
さ
つ
）

軍
長

谷
川
好
道
司
令
官
は
、
「
猛
烈
に
膺
懲
を
施
す 

へ
き
」
と
徹
底
的
な
「
殲
滅
（
せ
ん
め
つ
）
」
方
針
を
立
て
ま
す
。
義
兵
は

捕
え
、
こ
れ
を
か
く
ま
う
者
は
容
赦
な
く
厳
罰
に
処
し
、
そ
の
責
任
を

村
落
に
負
わ
せ
て
厳
重
に
処
置
す
る
と
い
う
「
村
落
連
座
」
の
方
針
を

一
般
民
衆
に
告
示
し
た
の
で
す
（
１
９
０
７
年
９
月
）
。 

 
 

 
 

捕
虜
に
し
な
い
で
「
適
宜
処
分
」
せ
よ 

こ
の
蜂
起
に
対
す
る
日
本
軍
の
「
鎮
圧
」
戦
争
は
す
さ
ま
じ
い
も

の
で
、
司
令
官
長
谷
川
は
「
成
る
べ
く
捕
虜
と
す
る
以
前
に
於
い
て

適
宜
処
分
す
べ
し
」
と
各
部
隊
に
発
し
て
い
ま
す
。
「
適
宜
処
分
」
と

は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
の
令
達
以
降
は
無
差
別
殺
戮
（
さ
つ
り
く
）
、

即
決
の
捕
虜
銃
殺
、
村
落
焼
き
払
い
が
頻
発
し
ま
す
。 

ま
た
し
て
も
皆
殺
し
作
戦
で
す
。
捕
虜
を
虐
待
し
た
り
殺
す
な
ど

は
、
国
際
法
に
も
韓
国
法
に
も
、
ま
た
日
本
軍
法
上
も
違
法
で
あ
り
、

人
道
的
に
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 
 
 

 

義
兵
討
伐
の
目
的 

か
つ
て
東
学
農
民
が
戦
っ
た
全
羅
道
で
農
民
を
中
心
に
義
兵
は
頑

強
に
戦
い
ま
す
。
対
し
て
日
本
軍
は
「
南
韓
大
討
伐
」
を
か
け
ま
す
。

そ
の
狙
い
は
、
義
兵
の
討
伐
だ
け
で
な
く
「
一
般
人
民
の
精
神
上
」
に

「
帝
国
の
威
武
」
を
刻
印
し
、
民
衆
を
心
底
か
ら
震
え
上
が
ら
せ
る
こ

と
に
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
て
義
兵
に
死
傷
者
１
万
７
７
７
９
人
を
出
し
ま
す
が
、
民

間
人
を
含
め
４
万
人
を
下
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
人
々
を
殺
し
韓
国
を

血
の
海
に
沈
め
、
全
土
を
焼
き
払
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
項
は
、
「
朝
鮮
植
民
地
問
題
」
に
詳
し
い
「
槇
蒼
宇
」
法
政
大
学
教
授
の
文
に
よ
り
ま
す
。 
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